
第６５回日本動物学会九州支部総会報告 
 

 

日時：２０１２年５月１９日 

場所：佐賀大学農学部 

定足数：９６名 

出席者１２名，葉書による委任状５通，電子メールによる委任状９２名／計１０９名で成立 

 

１）議長選出 

開会の後、議長として早川支部委員が選出された。 

 

２）支部長挨拶と理事会報告 

飯田支部長より、挨拶の後、公益化に向けての選挙について説明がされた。先日行われた理事(2 期上限)

選挙では、九州支部から飯田弘および高宗和史の 2名が選出され、全国で選ばれた合計 18 名の理事から成

る理事会が、動物学会の運営において重要視されること、現在、理事の互選による会長候補者 3 名から 1

名を選ぶ会長選挙が行われていること、8 月 20 日までに選挙により九州支部代表委員(2 期上限)1 名を選

出しなければならないこと、各県の支部委員も選出すること、庶務幹事および会計も決定する必要がある

ことが報告された。 

また、飯田支部長より、公益化に向けて日本動物学会の定款が 6 月 9 日の理事会議で決定されること、そ

れに伴い九州支部規約も変更する必要があり、九州支部規約案がまとまり次第、会員へ連絡することが報

告された。 

 

３）庶務報告 

金子庶務幹事より、2011 年の事業報告（総会資料 1）、会員数と正会員動向（総会資料 3,4）について報告

がなされた。 

 

４）議題 

４－１）2012 年活動計画について(総会資料 1) 

金子庶務幹事より 2012 年事業計画案の説明があった。 

また、金子庶務幹事より、合同大会における学生の発表者に 1人当たり 2000 円の研究発表奨励費を支給

すること、および第 2 回九州地区動物学談話会でも学生の発表者に会費に合わせた研究発表奨励費を支

給することが説明され、承認された。 

 

４－２）２０１１年決算と２０１２年予算案について(総会資料 5) 

山脇会計幹事より 2011 年の決算について説明があり、岡田広報幹事から会計監査を行い問題なく執行さ

れていることを確認した、との報告があり、承認された。引き続き、山脇会計幹事より 2012 年予算につ

いて説明があった。公益化に伴い、予算は 1月から 12 月までの期間ではなくなるため、本総会では承認

を求めず、報告のみを行った 

 

４－３）今後の三学会合同大会について(総会資料２) 

金子庶務幹事より、三学会合同大会の福岡開催を 3 年に 1 回から 5 年に 1 回にする案に基づく合同大会

開催地の予定案が紹介され、各学会の総会でこの案が承認されれば決定事項となることが説明され、動

物学会ではこの案が承認された。（九州・沖縄植物学会および日本生態学会九州地区会でも、この案が承

認されたことから、福岡開催を 5年に 1 回にすることが決定された。） 

 

４－４）その他 

金子庶務幹事より、三学会合同大会の内容について説明があり、学会間の交流を盛んにするため、また

ポスター賞を設けることが可能で学会の活性化をはかることができるために、三学会合同大会の一部を

三学会合同でのポスター発表にする案が紹介された。本年の佐賀における三学会合同大会では、既にこ

の案が採用されており、今後、この案を採用するかは開催県の判断にゆだねられるが、この案を取り入

れて三学会合同大会を行うことを推奨することが説明された(既に会員に連絡済み)。この件に関して、反

対意見はなく、認められた。 
 
金子庶務幹事より、三学会合同例会の実施方法について説明があり、会員が少ない県では毎年、三学会

合同例会を行うことは困難であり、九州支部の規約でも例会は随時に開催となっていることから、県の

都合によっては合同例会を必ずしも毎年行わなくても良い、という案があることについて、説明があっ



た。佐賀県の早川支部委員から、今年の佐賀県では会員数が少ないうえに、三学会合同大会が行われ、

これに加えて三学会合同例会を行うのは困難であるとの説明があり、会員から、佐賀県における今年の

三学会合同例会の開催は免除しても良いと思うが、学会の活性化のためにも、例会の内容を工夫するな

どして、できるだけ 1 年に 1 回は三学会合同例会を開催するように努力するべき、という意見が出され、

この方針で三学会合同例会の開催を進めることが承認された。 
 
来年の三学会合同大会が行われる熊本県の高宗支部委員より、2013 年の三学会合同大会は、5 月 18、19
日に熊本大学で開催されること、本年の大会と同じく三学会合同でのポスター発表を行う予定であるこ

とが紹介された。 
 

５）議長解任 

議長解任の後、閉会された。 

（文責：金子） 



資料 
 

庶 務 報 告 
 

 

（総会資料１）２０１１年事業報告と２０１２年事業計画案 

 
２０１１年 ２０１２年 

例会回数 月日 会場（県） 例会回数 月日 会場（県） 

合同大会 5/21-22 長崎大学（長崎） 合同大会 5/19-20 佐賀大学（佐賀） 

５８１ 

５８２ 

6/4 

7/9 

琉球大学（沖縄） 

鹿児島大学（鹿児島） 

(５９１)

(５９２)

6/2 

7/7 

（沖縄） 

（鹿児島） 

談話会 8/20-21 九州大学高原農業実験 

実習場（大分） 

談話会 8/25-26 熊本大学合津臨界実験所

(予定)（熊本） 

全国大会 9/21-23 旭川市神楽地区公共施設

（北海道） 

全国大会 9/13-15 大阪大学（大阪） 

５８３ 

５８４ 

５８５ 

５８６ 

５８７ 

５８８ 

５８９ 

５９０ 

10/30,11/13

11/12 

11/19 

11/20 

12/10 

12/10 

12/10 

12/18 

熊本大学（熊本・公開実習）

熊本大学（熊本） 

佐賀大学（佐賀） 

宮崎大学（宮崎） 

九州大学（福岡） 

鹿児島大学（鹿児島） 

長崎大学（長崎） 

大分大学（大分） 

(５９３)

(５９４)

(５９５)

(５９６)

(５９７)

(５９８)

(５９９)

 

未定 

11/10 

11/17 

12/8 

12/8 

12/8 

12/16 

熊本大学（熊本・公開実習）

（熊本） 

（宮崎） 

（福岡） 

（鹿児島） 

（長崎） 

（大分） 

 

 

 

 

（総会資料２）これまでの合同大会開催地とこれからの同予定地 

 

【これまでの合同大会開催地】  【これからの合同大会開催予定地】 

２００４ 福岡（九州大）   ２０１３  熊本 

２００５ 沖縄（琉球大）   ２０１４  沖縄 

２００６ 鹿児島（鹿児島大）  ２０１５  福岡 

２００７ 福岡（九州産業大）  ２０１６  鹿児島 

２００８ 大分（大分大学）  ２０１７  大分 

２００９ 宮崎（宮崎大学）  ２０１８  宮崎 

２０１０ 福岡（九州大学）  ２０１９  長崎 

２０１１ 長崎（長崎大学）  ２０２０   福岡 

２０１２   佐賀（佐賀大学）  ２０２１   佐賀 

 



資料 

 

（総会資料３） 

会員数（２０１２年５月９日現在） 

正会員数：１９１名（昨年５月１０日から２名の増員） 

準会員数：  ５名（昨年５月１０日から３名の減員） 

 

 

 

（総会資料４） 

正会員動向（２０１１年５月１０日～２０１２年５月９日、敬称略） 

【入会・再入会・転入】（個人会員） 

山田智美，小川耕佑，Salah Elsaid Ghanem，當山未樹，波照間さやか，肥山

恵理奈，遠藤大輔，Dwi Haryanti，深見裕伸，杉山仁，井口亮，石野史人，

岡村純也，山口淳也，唐沢重考，大沼雅明，守田昌哉，笹原大輔，尾立佳織，

老木紗予子，蔦宏興，内藤隆之，富永篤，高橋知子，恒松智子，安岡有理，

前田明徳，神武祐紀，高木啓吾，田中沙佑美（３０名） 

 

【退会・転出】（個人会員） 

足立真理子，杉山渚，土井（元木）純也，森田弘道，湯山育子，大久保和彦，

黒田 耕造，庄島圭介，栗尾仁之，楠本憲司，西川道子，簑原大介，仲忠臣，

仲村達弥，本田祥子，小野修助，大城洋平，住吉美保，佐藤陽子，栗秋慎太

郎，中野理枝，矢田部真子，松尾幸一郎，島崎明佳，伊藤太一，田辺力，吉

原毅，吉井清哲（２８名） 



 

資料 

会 計 報 告 

（総会資料５） 

 

 

 

  

日本動物学会九州支部 

会計報告  

2011 年予算案 2011 年決算 2012 予算 

収入の部 会費収入 135,000 153,600 150,000

当期収入合計（Ａ） 135,000 153,600 150,000

前期繰越収支差額 117,317 117,317 90,919

収支合計（Ｂ） 252,317 270,917 240,919

支出の部 事業費 175,000 175,000 184,000

内訳 合同大会補助 10,000 10,000 10,000

    合同例会補助 40,000 40,000 40,000

    公開実習補助 10,000 10,000 10,000

    研究発表奨励費 40,000 40,000 24,000

     動物学談話会補助費 75,000 75,000 100,000

管理費 10,000 4,998 40,000

内訳 通信運搬費 5,000 0 10,000

    消耗品費 5,000 4,998 5,000

    選挙システム使用料 0 0 25,000

当期支出合計（Ｃ） 185,000 179,998 224,000

収支の部 予備費 

当期収支差額（Ａ-Ｃ） -50,000 -26,398 -74,000

時期繰越収支差額（Ｂ-Ｃ） 67,317 90,919 16,919

 

 

 

 

 

 

 

 


